
　Macの場合、現行のデスクトップ機なら性能は必要に
して十分だと言える。ただし、たくさんの画像を同時に開
いて編集したり、A2判以上の大伸ばしをするなら、メモ
リは1ギガバイト以上あったほうがいい。
　Macのデスクトップ機では、最低でも1ギガバイトのメ
モリが搭載されているため（2008年1月時点）、通常の使
用なら特に問題はないだろう。静止画像なら1ギガバイト
もあれば作業がスムーズに行える。数年前の旧機種は256
～512メガバイトが標準だったので、メモリを増設してお
いたほうがいい。
　たくさんの画像を保存する場合、ハードディスクの容量
は80～160ギガバイトくらいは欲しい。これも現行機種な

ら大丈夫。古いMac miniにはハードディスクが40ギガバ
イトの製品もあるが、たくさんの画像を保存するなら
USB接続の外付け型ハードディスクを準備しておきたい。
　具体的な機種では、最高峰のMac Proなら申し分な
い。液晶ディスプレイ付きのiMacや小型で場所を取らな
いMac miniもコストパフォーマンスが高く、十分に使え
る。PowerPC G4以前のCPUを搭載していたノートパソ
コンはディスプレイの解像度が低く液晶の色再現性もイマ
イチだったので、画像処理には向いていない。現行の
MacBookやMacBook Proなら画面の狭さを我慢すればそ
れなりに使える。

プロの画像処理にはやはりMacを使いたい（写真はMac Pro） 

➡ P39   2-3 パソコンは何を選べばいい？─WindowsそれともMac

2-12-1 求められるパソコンの性能
　画像処理には高性能なパソコンが必要だとよく言われるが、それは3DのCGアニメーションなど動画を作る場合だ。スチル
写真─静止画像を扱う場合、びっくりするような高性能は要らない。どの程度ならよいのか見ていこう。




